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グ
ロ
ー
バ
ル
人
脈
を
得
る
好
機

　

今
年
で
九
六
回
を
数
え
る
米
サ
プ
ラ
イ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会（Institute for Supply 

M
anagem

ent

：
Ｉ
Ｓ
Ｍ
）
の
年
次
大
会

に
参
加
し
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｍ
は
一
九
一
五
年
の

設
立
以
来
、
二
度
の
世
界
大
戦
や
大
恐
慌
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
、
変
動
相
場
制
、
九
・

一
一
と
い
っ
た
数
々
の
歴
史
的
出
来
事
を

経
験
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
年
次
大
会

を
一
度
も
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
い
な
い
。
非
営

利
の
民
間
団
体
の
活
動
と
し
て
は
希
有
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　

今
年
の
開
催
地
は
観
光
地
と
し
て
知
ら

れ
る
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
で
、
参
加
者

は
約
二
二
〇
〇
名
だ
っ
た
。
そ
の
多
く
は

企
業
の
調
達
・
購
買
・
物
流
・
Ｓ
Ｃ
Ｍ
関

連
の
管
理
職
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
海
外
か
ら
も

毎
年
多
く
の
参
加
が
あ
る
。
と
り
わ
け
今

年
は
韓
国
勢
の
鼻
息
が
荒
か
っ
た
。
こ
の

と
こ
ろ
韓
国
か
ら
は
毎
年
大
量
の
参
加
が

あ
る
た
め
、
専
用
の
部
屋
ま
で
用
意
さ
れ

て
い
る
ほ
ど
だ
。

　

そ
れ
に
対
し
て
日
本
か
ら
の
参
加
は
我
々

日
本
Ｉ
Ｓ
Ｍ
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、
米
国

ト
ヨ
タ
の
購
買
担
当
者
が
一
人
い
る
だ
け
。

そ
れ
で
も
会
場
で
は
Ｉ
Ｓ
Ｍ
の
幹
部
を
始

め
多
く
の
関
係
者
か
ら
東
日
本
大
震
災
へ

の
お
見
舞
い
と
激
励
を
受
け
た
。「
私
た
ち

の
心
は
常
に
日
本
人
と
共
に
あ
る
」
と
い

う
言
葉
に
は
、
挨
拶
と
は
分
か
っ
て
い
て

も
、
さ
す
が
に
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

　

私
が
Ｉ
Ｓ
Ｍ
を
知
っ
た
の
は
二
十
年
ほ
ど

前
に
、
当
時
の
勤
務
先
だ
っ
た
日
本
鉱
業

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
長
と
し
て
米
国
に

赴
任
し
た
直
後
の
こ
と
だ
。
当
時
の
Ｉ
Ｓ

Ｍ
は
「N

A
PM

: N
ational A

ssociation 
of Purchasing M

anagem
ent

」と
い
う

名
称
だ
っ
た
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
部
長

と
、
会
っ
て
す
ぐ
に
意
気
投
合
し
、
私
が

国
際
部
門
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

毎
年
の
よ
う
に
私
が
年
次
大
会
に
出
席

し
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、
当
時
の
活
動

を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
各
国
の
事
務
家
や
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
と
の
親
交
で
あ
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
四
要
素
と
さ
れ
る
「
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
」
の
う
ち
、
最

も
日
本
人
が
苦
手
と
す
る
の
が
、
こ
う
し

た
人
脈
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
で

Ｉ
Ｓ
Ｍ
の
年
次
大
開
は
、
日
本
に
い
て
は

知
り
得
な
い
人
や
情
報
に
触
れ
る
こ
と
の
で

き
る
良
い
機
会
で
あ
る
。

　

実
際
、
今
回
の
大
会
で
も
欧
州
の
国
際

購
買
管
理
連
盟
（
Ｉ
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
）
会
長
や
、

韓
国
Ｉ
Ｓ
Ｍ
支
部
長
、
ま
た
イ
ン
ド
購
買

調
達
会
議
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
調
達
連
合（
Ｐ
Ｉ

Ｓ
Ｍ
）、
中
国
物
流
購
買
連
合
会（
Ｃ
Ｆ
Ｌ

  

米
Ｉ
Ｓ
Ｍ
年
次
大
会
報

   

─
─
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
リ
ス
ク
管
理
を
中
心
に

96th Annual International Supply Management Conference and Education Exhibit 

　

購
買
・
調
達
業
務
に
従
事
す
る
実
務
家
や
研
究
者
が
所
属
す
る
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
研
究
機

関
、
米
サ
プ
ラ
イ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
）
の
年
次
大
会
が
五
月
に
米
フ
ロ
リ

ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｍ
の
日
本
支
部
代
表
と
し
て
同
大
会
に
参

加
し
た
上
原
修
日
本
Ｉ
Ｓ
Ｍ
理
事
長
が
現
地
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

日
本
サ
プ
ラ
イ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
　
上
原
修
　
理
事
長 

第96回　

ISMの幹部たちと。今回、筆者は表彰を兼ねたバッヂを頂戴した。
永長金属賞のようなものだ
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●
調
達
に
お
け
る
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

●
影
響
力
の
強
い
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
組
織

を
開
発
し
リ
ー
ド
す
る

●
逆
風

●
戦
略
物
流

●
製
造

●
リ
ス
ク
管
理

●
サ
ー
ビ
ス
調
達

●
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
開
発
と
関
係
性
管
理

●
人
材
育
成
管
理

　

い
ず
れ
も
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
だ
っ
た
が
、

震
災
の
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
私
は

今
回
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
リ
ス
ク
に
関
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
中
心
に
回
る
こ
と
に

し
た
。
そ
の
受
講
メ
モ
の
い
く
つ
か
を
以
下

に
披
露
し
よ
う
。

「
リ
ス
ク
管
理
手
法
を
用
い
て
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
強
化
す
る
」
─
─
イ
ー
ラ
イ
リ
リ

ー
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー

　

イ
ー
ラ
イ
リ
リ
ー
（Eli Lilly and 

Com
pany

）
は
一
三
〇
年
も
の
社
歴
を
誇

る
医
薬
品
の
大
手
メ
ー
カ
ー
だ
。
イ
ン
デ
ィ

ア
ナ
州
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
に
本
社
を
置

き
、
日
本
を
含
む
世
界
一
四
〇
カ
国
で
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。
今
回
の
東
日
本
大

震
災
直
後
に
同
社
は
次
の
よ
う
に
行
動
し

た
と
い
う
。

◆
最
初
の
六
時
間
以
内
に
し
た
こ
と

続
く
と
Ｉ
Ｓ
Ｍ 

は
予
測
し
て
い
る
。
昨
年

は
足
踏
み
し
て
い
た
非
製
造
業
も
今
後
は

回
復
に
向
か
う
見
込
み
だ
と
い
う
。

　

そ
し
て
キ
ー
ノ
ー
ト
の
四
つ
目
と
し

て
、
リ
ベ
ラ
ル
系
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞

「
ハ
フ
ィ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
（H

uffington 
Post

）」
の
共
同
創
業
者
兼
編
集
長
、
ア
リ

ア
ナ
・
ハ
フ
ィ
ン
ト
ン
女
史
が
壇
上
に
立
っ

た
。「
政
治
か
ら
役
員
会
議
ま
で
」
と
題
し
、

政
治
か
ら
教
育
、
自
己
管
理
ま
で
幅
広
い

テ
ー
マ
を
、
質
疑
応
答
を
交
え
な
が
ら
面

白
お
か
し
く
語
り
、
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
た
。

一
〇
〇
以
上
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

さ
て
、
今
年
の
大
会
で
は
五
月
一
五
日

〜
一
八
日
の
四
日
間
の
開
催
期
間
中
に
計

一
〇
〇
以
上
も
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
実

施
さ
れ
た
。
同
じ
時
間
に
違
う
会
議
室
で

複
数
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
た
め
、

そ
の
す
べ
て
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
参
加
者
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
ブ
ッ
ク
を
手
に

そ
れ
ぞ
れ
関
心
の
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

順
次
受
講
し
て
回
る
形
式
だ
が
、
人
気
の

あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
場
合
に
は
事
前
登

録
が
必
要
で
あ
る
。

　

大
会
で
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
る
か

ど
う
か
は
、
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
す
る
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
選
び
方
が

カ
ギ
に
な
る
。
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
以
下
の
九
つ
の
テ
ー
マ
に
分
類
さ
れ
て

い
た
。

Ｐ
）と
い
っ
た
組
織
の
幹
部
た
ち
と
貴
重
な

情
報
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た

毎
回
恒
例
と
な
っ
て
い
る
米
国
Ｉ
Ｓ
Ｍ
の

ポ
ー
ル
・
ノ
バ
ッ
ク
Ｃ
Ｅ
Ｏ
主
催
に
よ
る

小
規
模
な
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
ノ
バ

ッ
ク
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
じ
っ
く
り
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

我
々
日
本
Ｉ
Ｓ
Ｍ
も
ま
た
大
会
期
間
中

に
ア
ジ
ア
各
国
の
支
部
の
メ
ン
バ
ー
を
対
象

と
し
た
夕
食
会
を
主
催
し
た
。
香
港
、
台

湾
は
既
に
顔
な
じ
み
だ
が
、
今
回
は
中
国
、

そ
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
顔
を
出
し
て
く
れ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
勢
の
参
加
は
ト
ッ
プ
を
含
め
た

三
人
で
、
い
ず
れ
も
元
気
が
良
い
。
英
語

圏
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
が
ア
ジ
ア
に
お
け
る
Ｉ
Ｓ
Ｍ
の
台
風
の
目

に
な
り
そ
う
な
気
配
で
あ
っ
た
。

　

大
会
の
目
玉
と
な
る
基
調
講
演
（
キ
ー

ノ
ー
ト
）
は
今
年
は
四
つ
。
一
つ
は
Ｉ
Ｓ

Ｍ
の
新
年
度
の
チ
ェ
ア
マ
ン
、
米
デ
ル
フ
ァ

イ
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
購
買
担
当
執
行
役
員
、

シ
ド
ニ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
に
よ
る
講
演
で

あ
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｍ
初
の
黒
人
チ
ェ
ア
マ
ン
で
、

こ
の
人
選
に
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ（
多
様
性
）

を
進
め
よ
う
と
い
う
Ｉ
Ｓ
Ｍ
の
強
い
意
志

が
う
か
が
え
る
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
は
講
演
の

な
か
で
、
デ
ル
フ
ァ
イ
が
会
社
更
生
法
か

ら
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
調
達
の
果

た
し
た
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し

て
い
た
。

　

キ
ー
ノ
ー
ト
の
二
つ
目
は
著
名
な
技

術
予
測
家
で
ア
ッ
プ
ル
や
グ
ー
グ
ル
、
Ｇ

Ｅ
な
ど
の
顧
問
を
務
め
る
ダ
ニ
ー
・
バ

ラ
ス
（D

aniel Burrus

）
氏
に
よ
る

「
戦
略
的
先
見
性
と
確
実
性
（Leading 

W
ith Strategic F

oresight and 
Certainty
）」
と
題
し
た
講
演
だ
っ
た
。

　
「
君
が
問
題
だ
と
考
え
る
こ
と
の
ほ
と
ん

ど
は
、
実
は
問
題
で
は
な
い
」と
バ
ラ
ス
氏

は
聴
衆
を
た
き
つ
け
、
不
確
実
性
と
期
待

を
ベ
ー
ス
に
し
た
戦
略
に
は
大
き
な
リ
ス
ク

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
不
確

実
な
こ
と
を
無
視
し
、
確
実
に
起
こ
る
こ

と
を
戦
略
の
基
礎
に
据
え
る
に
よ
っ
て
、
劇

的
に
リ
ス
ク
は
減
り
、
最
高
の
結
果
を
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
た
。

　

キ
ー
ノ
ー
ト
の
三
つ
目
は
、
毎
年
恒
例

と
な
っ
て
い
る
Ｉ
Ｓ
Ｍ
に
よ
る
向
こ
う
半
年

間
の
米
国
経
済
予
測
で
あ
る
。
昨
年
以
降
、

米
国
で
は
製
造
業
の
景
気
回
復
が
顕
著
で

あ
り
、
こ
の
傾
向
は
二
〇
一
一
年
末
ま
で

インド購買調達会議が今年正式にISMに加盟した。同会
長とも親交を深めることができた
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Cost A
nalysis

）」、「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

統
合（Supply Chain Consolidation

）」、

「
キ
ー
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
対
応
（K

ey 
Supplier Readiness

）」、「
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（Supplier 

Partnership

）」
で
あ
る
。

　

こ
の
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ

イ
ク
ル
を
回
す
。
す
な
わ
ち
「
懸
念
の
調

査
→
課
題
の
特
定
→
潜
在
的
影
響
度
の
分

析
→
発
生
確
率
が
高
く
影
響
度
の
大
き
な

課
題
に
対
応
し
た
標
準
的
プ
ロ
セ
ス
と
リ
ソ

ー
ス
の
開
発
→
リ
ス
ク
の
全
体
像
の
調
査
」

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。

「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の

リ
ス
ク
管
理
に
お
け
る
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
」
─
─
ガ
ー
ト
ナ
ー

の
六
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
忠
実
に
踏
襲
し
て
い

る
と
い
う
。

第
１
ス
テ
ッ
プ

─
─
自
社
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
業
務
内
容
を

理
解
す
る

第
２
ス
テ
ッ
プ

─
─
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
競
争
心
を
機
会
に
変

え
る

第
３
ス
テ
ッ
プ

─
─
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
身
近
に
監
視
す
る

第
４
ス
テ
ッ
プ

─
─
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
能
力
を
開
発
す
る

第
５
ス
テ
ッ
プ

─
─
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
情
報
共
有
を
徹
底

す
る
。
た
だ
し
、
共
有
す
る
情
報
は

厳
選
す
る

第
６
ス
テ
ッ
プ

─
─
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
継
続
的
改
善
を
支
援

す
る

　

グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
の
リ
ス
ク
管
理
は
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
を
と
っ
て
い
る
。

つ
ま
り「
ス
コ
ー
プ
」、「
コ
ス
ト
」、「
タ
イ

ム
」
の
三
つ
を
要
素
と
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
る
。
そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て「
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
環
境
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」
と
呼

ぶ
管
理
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
同
社
は
開
発

し
運
用
し
て
い
る
。

　

こ
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
は
大
き
く
四
つ
の

機
能
か
ら
構
成
さ
れ
る
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
取

引
コ
ス
ト
分
析
（Global M

arket Place 

●
購
買
部
門
が
支
援
し
事
業
部
門
が
主
導

す
る
毎
年
の
リ
ス
ク
査
定
プ
ロ
セ
ス

●
キ
ー
ア
イ
テ
ム
を
対
象
と
し
た
戦
略
的
な

在
庫
の
積
み
増
し
（
購
買
部
門
が
Ｓ
Ａ

Ｐ
の
四
半
期
レ
ポ
ー
ト
で
在
庫
水
準
を

監
視
す
る
）

●
キ
ー
ア
イ
テ
ム
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
契

約
に
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
側
も
し
く
は
代
替

拠
点
に
お
け
る
在
庫
保
持
を
含
め
る

●
販
売
業
者
と
製
造
業
の
拠
点
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ

●
地
域
別
の
供
給
拠
点
の
地
図

●
各
最
終
製
品
の
部
品
構
成
表（
Ｂ
Ｏ
Ｍ
）

を
作
成
す
る
。

「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
リ
ス
ク
管
理
：
手

法
と
ツ
ー
ル
」
─
─
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ

　

グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
は
航
空
宇
宙
機
器
メ
ー

カ
ー
で
、
宇
宙
船
や
航
空
機
に
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ト
を
供
給
し
て
い
る
。
同
社
は
中
核

的
な
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
強
い
関
係
性
を
価

値
創
造
と
リ
ス
ク
軽
減
の
カ
ギ
と
位
置
付
け

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
慎

重
に
審
査
し
、
選
抜
し
た
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を

同
盟
に
巻
き
込
み
、
協
調
を
進
め
、
中
核

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
育
て
上
げ
て
い
る
。

　

彼
等
が
モ
デ
ル
と
す
る
の
は
日
本
の
自
動

車
組
み
立
て
メ
ー
カ
ー
と
部
品
メ
ー
カ
ー
間

の
長
期
的
か
つ
互
恵
的
関
係
で
あ
る
。
と

り
わ
け
ト
ヨ
タ
と
ホ
ン
ダ
は
い
ず
れ
も
以
下

●
製
造
業
顧
客
向
け
供
給
資
材
の
調
整
作

業
（
仮
定
の
統
制
） 

●
同
地
域
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
る
全
資
材

の
特
定
作
業

●
影
響
を
受
け
た
全
最
終
製
品
の
特
定

●
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
四
六
社
の
う
ち
一
〇
社
の

無
事
を
確
認

 

◆
翌
営
業
日
に
し
た
こ
と 

●
製
造
業
顧
客
と
共
同
で
緊
急
支
援
チ
ー

ム
の
立
ち
上
げ

●
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
残
り
三
六
社
の
う
ち
一

三
社
の
状
況
確
認
（
影
響
度
の
報
告
書

準
備
）

●
移
送
中
資
材
の
状
況
確
認

●
在
庫
の
最
新
情
報 

●
代
替
資
材
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
捜
索
開
始 

　

同
社
に
よ
る
と
今
回
の
震
災
の
よ
う
な

非
常
事
態
が
発
生
し
た
時
、
企
業
は
次
の

よ
う
な
課
題
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と

い
う
。
す
な
わ
ち
「
①
被
災
地
か
ら
何
を

買
っ
て
い
る
か
（
製
造
者
・
代
理
店
）」
を

明
ら
か
に
し
、「
②
細
心
の
在
庫
状
況
」を

把
握
し
、「
③
今
後
の
影
響
（
販
売
能
力
、

生
産
能
力
、
物
流
能
力
）」を
見
積
も
っ
て
、

「
④
次
に
何
を
す
る
か
」
を
問
わ
れ
る
の
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
よ
り
組
織

化
さ
れ
た
対
応
を
す
る
た
め
に
、
同
社
で

は
次
の
よ
う
な
先
進
的
リ
ス
ク
管
理
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
。
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Ｉ
Ｓ
Ｍ
本
部
と
し
て
も
今
回
、
イ
ン
ド

購
買
調
達
協
会
が
正
式
に
Ｉ
Ｓ
Ｍ
に
加
盟

し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
は
ア
ジ
ア
へ
の
展

開
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま

た
Ｉ
Ｓ
Ｍ
本
部
は
、
国
際
購
買
管
理
連
盟

（
Ｉ
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
）
と
の
一
層
の
連
携
を
始
め
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
（
Ｐ
Ｍ

Ｉ
）、
英
国
購
買
憲
章
（
Ｃ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）、
米

国
在
庫
管
理
協
会（
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）、
全
米

契
約
学
会
（
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ａ
）
と
い
っ
た
関
連

団
体
と
、
会
員
資
格
の
相
互
認
証
の
取
り

組
み
を
開
始
し
、
一
層
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
見
て
い
る
と
、
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
理
論
の
構

築
で
、
世
界
は
日
本
の
は
る
か
先
を
行
っ

て
い
る
と
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
り
わ

け
米
国
は
実
業
界
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
連
携

に
長
け
て
い
る
。
そ
の
点
を
他
の
ア
ジ
ア
諸

国
も
積
極
的
に
採
り
入
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
日
本
は
、
少
な
く
と
も

購
買
・
調
達
分
野
に
お
い
て
は
、
本
格
的

な
産
学
協
同
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
々
日
本
Ｉ

Ｓ
Ｍ
で
は
現
在
、
日
本
を
含
め
た
ア
ジ
ア
地

域
で
Ｉ
Ｓ
Ｍ
研
究
大
会
を
継
続
的
に
開
催

し
て
い
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
そ
れ

に
つ
い
て
は
今
回
の
渡
米
で
Ｉ
Ｓ
Ｍ
本
部

か
ら
承
認
を
得
る
こ
と
も
で
き
た
。
こ
の

計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
、
我
々
は
今
後

も
地
道
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り

で
あ
る
。

を
評
価
す
る
販
売
・
操
業
計
画
策
定

工
程 

３　

潜
在
的
、
将
来
リ
ス
ク
影
響
と
不
測

事
態
対
応
計
画
を
査
定
す
る
シ
ナ
リ

オ
計
画
策
定 

４　

顧
客
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
従
業
員
と

の
堅
固
な
意
思
疎
通
ラ
イ
ン 

５　

震
災
に
よ
る
交
通
の
難
所
で
の
俊
敏

な
物
流
戦
略 

　

さ
ら
に
今
後
一
二
ヵ
月
間
に
発
生
し
得

る
リ
ス
ク
と
し
て
、
ガ
ー
ト
ナ
ー
は
そ
の
可

能
性
の
高
い
も
の
か
ら
順
に
次
の
七
つ
を

挙
げ
た
。
①
ゆ
っ
く
り
と
し
た
需
要
縮
小
、

②
景
気
回
復
期
の
商
品
相
場
上
昇
、
③
政

府
規
制
の
強
化
、
④
企
業
の
ケ
イ
パ
ビ
リ

テ
ィ
が
制
約
さ
れ
る
、
⑤
自
然
災
害 

、
⑥

テ
ロ
脅
威
、
⑦
過
度
な
情
報
量
。

ア
ジ
ア
圏
で
の
展
開
が
活
発
化

　

年
次
大
会
で
は
、
こ
う
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
演
、
イ
ベ
ン
ト
の
ほ

か
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｍ
が
認
証
す
る
購
買
・

調
達
実
務
の
国
際
資
格
「
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ

（Certified Professional in Supply 
M

anagem
ent

）」
の
運
用
に
関
す
る
討
議

も
行
わ
れ
る
。
今
回
の
討
議
で
は
海
外
支

部
か
ら
の
質
問
が
相
次
い
で
い
た
。
そ
の

様
子
か
ら
、
と
り
わ
け
韓
国
、
香
港
、
豪

州
の
各
支
部
で
は
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
の
資
格
運
用

に
か
な
り
の
精
力
が
注
が
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　

ま
た
リ
ス
ク
管
理
に
お
け
る
世
界
地
域

別
の
生
産
・
調
達
満
足
度
は
、
北
米
七

一
％
、
西
欧
六
三
％
、
ブ
ラ
ジ
ル
六
一
％
、

東
欧
五
六
％
、
イ
ン
ド
五
四
％
、
中
国
四

六
％
で
あ
り
、
オ
フ
シ
ョ
ア
（
海
外
）
よ
り

も
ニ
ア
シ
ョ
ア
も
し
く
は
イ
ン
シ
ョ
ア
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
企
業
が
多
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
分
析
か
ら
ガ
ー
ト
ナ
ー
は
以
下

の
よ
う
な
提
案
を
行
っ
た
。

◆
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
リ
ス
ク
管
理
に
求
め
ら
れ
る
能

力
と
は

●
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
「
回
復
力

（resiliency

）」
こ
そ
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ

る
●
企
業
と
周
辺
関
係
者
を
認
識
す
る

●
全
て
の
リ
ス
ク
が
等
し
く
発
生
す
る
わ
け

で
は
な
い

●
需
要
、
製
品
、
供
給
を
結
び
つ
け
る

●
で
き
る
だ
け
科
学
技
術
を
活
用
す
る 

●
企
業
戦
略
や
生
産
に
影
響
を
与
え
る
パ

タ
ー
ン
を
基
礎
に
据
え
た
戦
略 

●
継
続
的
に
自
分
の
位
置
を
把
握
す
る 

◆
日
々
の
業
務
の
中
に
、
企
業
文
化
の
中

に
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
植
え
込
め

●
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
必
要
不
可
欠 

●
重
大
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
崩
壊
に
対
応

す
る
た
め
の
脚
本
（Play Book

） 

作
り

●
危
機
管
理
能
力
の
継
続
的
な
査
定

１　

権
限
移
譲
に
よ
る
意
思
決
定
の
迅
速

性
と
透
明
性 

２　

現
行
の
危
機
課
題
に
お
け
る
可
視
性

　

講
演
者
の
ガ
ー
ト
ナ
ー（Gartner Inc.

）

は
Ｉ
Ｔ
業
界
を
主
な
対
象
と
し
た
大
手
の
調

査
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
あ
る
。
同

社
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
事
例
研
究
に
基
づ

き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お

け
る
リ
ス
ク
を
研
究
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
リ
ス

ク
軽
減
策
と
し
て
は
、「
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と

の
よ
り
緊
密
な
連
携
」、「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
垂
直
統
合
（
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
削

減
・
排
除
）」、「
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
成
果

報
酬
型
契
約
」、「
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）」
が
上
位
で
あ
り
、
最
も
成
功
し
て
い

る
方
法
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。


